
生物多様性の主流化に向けた動き：「ちば里山センター」を核とした里山保全活動団体と都市所有者のコーディネート 

●千葉県には丘陵地が多く、かつては薪炭林が広がっていたが、現在では管理が放棄された二次林が多く見られる。 

●県の北西部には人口密集地があり、都市住民や企業による里山ふれあい活動・社会貢献へのニーズがある。 

●ちば里山センターは、千葉県の里山条例のもと、土地所有者と里山活動団体、行政をつなぐ相談窓口として機能している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

里山情報バンク 

＜情報の集積＞ 

○里山活動団体情報 

○フィールド情報（平成 21年 7月までに 64地域） 

千葉県里山条例（平成 15年 3月公布） 

○目的：県民全てが里山の保全整備に関与し、余暇や教育に係る活動の場等として里山の活用を進めることにより、人と里山との新たな関係を構築し、豊かな里山を次の世代に引き継ぐこと。 

ちば里山センター 

里山活動団体や企業・個人を互いに結びつけるた

めの相談窓口 

○里山活動団体間のネットワーク化 

○イベントの開催・情報提供・講師の紹介 

○里山相談・関係者間のコーディネート 

「千葉県里山条例」：http://www.pref.chiba.lg.jp/shinrin/satoyamahozen/jourei.html 

「ちば里山センター」ホームページ：http://www.chiba-satoyama.net/ 

「里山情報バンク」ホームページ：http://www.chiba-satoyama.net/satoyamabank/top.html 

土地所有者 

◆ニーズ： 

○自分だけでは手が回らないが、昔の

ようなきれいな里山にしたい。 

 

しかし、労力が確保できない。 

 

 

 

 

 

 

 

◆活用の効果 

○里山活動協定によるルールの下、 

安心して土地を提供。 

 

○里山活動団体とのつながりによる 

里山の利活用・整備の実現。 

 

 

市民団体・企業の社内 

ボランティア等 

◆ニーズ： 

○里山活動のフィールドを探したい。 

○活動の場を広げたい。 

○社会貢献をしたい。 

 

しかし、相談窓口がない。 

 

 

◆活用の効果 

○活動フィールドの確保。 

○社会貢献の実現。 

○千葉県 CO2吸収量認証制度による認証 

○行政からの活動支援 

行政 

(千葉県・市町村) 

里 山 活 動 協 定 

（平成 23年 5月 20日までに合計 80団体（118件）が認定を受けている） 

県 

認 

定 

写真提供：ちば里山センター 

資料２－８ 

相談・情報提供 

里山づくり協働促進 

相談・情報提供 

活動支援 


